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　登米市メール配信サービスが新しくなりました。

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）

　
迫
町
森
に
あ
る
上
行
寺
は
、 日
  目
 

に
ち
 も
く

 上
 

し
ょ
う

 人
 が

に
ん

開
い
た
寺
で
、
弘
安
６
年
（
１
２
８
３
）
上

人
が
法
華
堂
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
、
そ
の
後
の
弘
安
　
年
（
１
２
８
７
）
に

１０

寺
田
城
主
三
浦
 対
馬
守
 が
厚
く
信
仰
し
た
こ

つ
し
ま
の
か
み

と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
地
に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
は
文
明
　
年
（
１
４

１８

８
６
）
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
、
幹
囲
り
約

５
㍍
、
高
さ
約
　
㍍
の
大
木
で
、
天
保
　
年

３０

１０

（
１
８
３
９
）
２
月
に
起
き
た
火
災
で
寺
が
焼

失
し
た
際
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
も
一
緒
に
焼
け

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
見
事
に
よ

み
が
え
っ
た
こ
と
か
ら
「
 蘇
  生
 の
 銀
 

そ
 
せ
い
 

い

 杏
 」
と

ち
ょ
う

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
晩
秋
に
霜
の
重

さ
で
一
斉
に
葉
が
落
ち
る

こ
と
が
数
年
に
一
度
あ
り
、

そ
の
翌
年
は
豊
作
に
な
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
地
区
の
祭
り
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
「
奥
州

森
 邑
 十
三
講
秋
祭
り
」
は
、

む
ら

も
と
も
と
は
「
十
三
講
祭

り
」
と
し
て
、
長
く
寺
の

境
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
は
毎
年
　
月
１１

に
森
公
民
館
な
ど
を
会
場

に
、「
少
年
剣
道
大
会
」
や

「
区
民
芸
能
祭
」、
「
伊
達

な
お
い
と
こ
踊
り
宮
城
大

会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が

訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
。

■県消防協会登米支部長賞　

▲

下平りお（加賀野小５年）

▲

高橋 知  華 （新田中２年）
とも か

■優秀賞　

▲

千葉 咲  月 （豊里小・中１年）

▲

長南
さ つき

 晴  香 （加賀野小２年）
はる か

▲

油井 拓  樹 （西郷小４年）

▲

菱沼
ひろ き

 龍 
りゅう

 介 （加賀野小５年）

▲

阿部
すけ

 穂  野  花 （佐沼小５年）
ほ の か

▲

武田 聖  羅 （登米小６年）

▲

白鳥
せい ら

 楓  佳 （南方小６年）

▲

武川
ふう か

 龍 
りゅう

 二 （南方小６年）
じ

▲

熊谷 大  州 （津山中２年）

▲

大森
たい し

 琴  絵 （津山中３年）※応募総数３０３点
こと え

防火ポスターコンクー防火ポスターコンクールル
＝疎開学童小張丸吉画＝ 疎開学童小張丸吉画帳帳 ＝＝

昭和２０年当時の米谷地区の町並みが描かれています

戦争末期、登米地域に集団 疎  開 してきた
そ かい

学童数は把握できているだけで1533人

（杉並区立郷土博物館調べ）。疎開したと

いっても、当時は食糧難で雑草さえ食べ

るほど深刻でした。写真は、疎開学童が

東京に帰ることになった昭和２０年の秋、

当時米谷町（現東和町米谷）に疎開してい

た小張 丸  吉 さん（当時１３歳）が、思い出の
まる きち

情景や生活の様子を描き残したものです。

疎開学童にとって登米市が「第２のふるさ

と」であることを願い、博物館では学童疎

開の展示会を開催しています。

消防本部では秋の火災予防運動にちなみ、市内の小中学生を対象に「平成２０年度
防火ポスターコンクール」を実施しました。入賞者は次のとおりです（敬称略）。

■登米市消防長賞

佐藤 春  希 
はる き

（登米小６年）

及川まどか

（津山中３年）


